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審査腹腔鏡手術を受けられる方へ
【患者用クリニカルパス（入院スケジュール）】

<<ORIBP_KANJI>> 様

・病状説明及び手術・麻酔・輸血説明・同意書、下肢静脈血栓症予防説明・同意書を回収します
・手術前オリエンテーションを行います
・CSセット申し込み　特別室入室申込書を確認します

指導
説明
書類

・医師から術後説明があります 【退院基準】
・高い熱がない
・傷の腫れや赤みがない
・腸の動きが良好である
・食事を半分以上摂取できる

【退院後の治療計画】
・内服を継続します
・食事療養を継続します

【退院後の生活について】
・特に制限はありません。次の治療まで体調を崩さないよう注意
して生活しましょう。
【指導】
・服薬指導があります
・退院後の生活についての指導があります

・ネームバンドを装着します
・入院時オリエンテーション、術前・術後の準備等を行い
ます
・外来で説明を受けていない場合、医師の手術説明があ
ります

排泄

呼吸が安定していればはずします

・手術室で尿管を入れます　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　抜きます

リハビリ
・その他

・体を拭きます

清潔

【連絡先】徳島大学病院:電話088-631-3111
代表番号になっています
退院後は、下記へお知らせください
外科外来:電話088-633-7136

ＩＤ <<SYPID>> 患者氏名

食事
・夕食後から食べられません
・水分の制限があります

・食べたり飲んだりできません ・水、お茶を飲むことができます
・昼食から食事を開始します

・自由です

　　　　　　抜きます

活動
安静度

・お臍のそうじをします
・シャワーに入ってもらいます

内服薬
注射

・錠剤の下剤を寝る前に内服します ・必要時浣腸をします

・検査や採血します
・術衣を着ます

・血栓予防の弾性ストッキングをはきます

　

・ベッド上安静ですが、足はしっかり動かしましょう ・自由です
・できる限り、歩行して血液の流れをよくしましょう

・点滴をします

・傷の確認をします、ガーゼ交換をします

検査
治療
処置

・痛みによる苦痛が少ない
・傷口から出血がない
・安静が守れている

・傷口から出血がない
・痛みが調整できている
・体を動かすことができる
・食事摂取が出来る

・体温、血圧、脈拍等を測ります

・酸素マスクを着けます

達成目標

・体に問題がなく、術前検査が終了している
・手術前の処置について必要なことがわかる

・発熱なく手術を受けることができる

年月日 2017年10月29日 11月1日

経過 入院
手術当日

術前
手術1日後

11月2日

・採血をします

術後


	患者用パス（審査腹腔鏡手術）

